
令和８年２月１２日（木）１３：１５～

白岡市地域クラブ活動推進事業



白岡中学校

篠津中学校

菁莪中学校

南中学校

部活動数 ４９
（運動部３４ 文化部１５）
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白岡市の人口 ５２，１９５人（R8.1.1）

中学校生徒数 1275名
（１年:458名、２年:418名、３年:399名）

2

徒歩
２９分

徒歩
４０分



白岡市

総
合
型
地
域
Ｓ
Ｃ

小
・
中
学
校

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

指
導
者

指
導
者

指
導
者

指
導
者

指
導
者

○
○
協
会

指
導
者

謝
金
は
指
導
者
に

委
託
先
団
体
か
ら
直
接
支
払
う

委託

指
導
者

地域クラブ活動における管理・運営のイメージ

教職員
の場合は
兼職兼業

○
○
大
学

指
導
者

地域部活動の管理・運営を担う委託先団体

自
治
体
か
ら
も
協
力
を
依
頼

○
○
連
盟

指導者は委託先
団体に所属する
形式をとる。
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・ 令和６年１１月から、休日の「部活動の地域展開」を完了

（白岡市内全ての中学校の休日の活動は「地域クラブ活動」）

・ 令和７年１月から、保護者の受益者負担を導入

（事業費の一部を保護者に負担してもらう…月額２，５００円）

・平日の地域展開に向けた実証（篠津女子バレーボール）

・「合同練習」の実施（月１回程度）

・「拠点校」での活動

・学校の部活動にはない種目、新たな種目の検討（硬式テニス）

【現在の取り組み状況】
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篠津中 菁莪中 南中 白岡中

運
動

軟式野球 男子 軟式野球 男女 軟式野球 男女

サッカー 男女 サッカー 男女

バスケットボール 男子 バスケットボール 男子 バスケットボール 男子 バスケットボール 男子

バスケットボール 女子 バスケットボール 女子 バスケットボール 女子 バスケットボール 女子

バレーボール 女子 バレーボール 女子 バレーボール 女子

卓球 男子 卓球 男子

卓球 女子 卓球 女子

ソフトボール 女子

ソフトテニス 男子 ソフトテニス 男子 ソフトテニス 男子 ソフトテニス 男子

ソフトテニス 女子 ソフトテニス 女子 ソフトテニス 女子 ソフトテニス 女子

剣道 男女 剣道 男女 剣道 男女

バドミントン 女子 陸上 男女

文
化

合
同

吹奏楽 男女 吹奏楽 男女 吹奏楽 男女 吹奏楽 男女

ダンス 男女 プログラミング 男女 5

現在の地域クラブ活動一覧表



今後の方向性

①合同での活動
②拠点校での活動
③新たな合同部活動
④平日の放課後活動の検討
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※持続可能で多様な地域クラブ活動になるために…



左図で青色をつけた部活動は、市内全体で２０名前後の部
員となっており全国同様の傾向となっているある種目である。
こうした小人数の活動では、紅白戦での戦術練習もできず

チーム力の向上について影響が出ているのではないか。
実際、サッカー部はそれぞれ蓮田市・杉戸町と合同チーム

で活動中である。このため、移動距離の課題もあるので市内
での合同チーム活動が望ましいと考える。合同部活動として
人的要因を確保でき、生徒間の交流が深まり切磋琢磨できる
環境となることから生徒のスキルアップに期待ができる。

一方、赤色で囲った部活動では、特に１年生の参加が少
ないことから、来年度以降の存続について不安が残る。
このため、赤色の種目についても市内近隣校との合同部活動
とすることによって、同様の効果が期待できる。
実際、バスケットボールでは菁莪中と南中の合同チームで

１年生大会に参加している。

緑色の種目は、市内で１校のみの活動となっている。
このため、拠点校指定により、転校手続きは不要のままで
他校から週末の地域クラブに参加できる環境を整備するこ
とで、市内全校から参加が可能となり充実した活動となる

7（運営協議会資料から）



軟式野球
篠津中
南中
白岡中

ソフト
テニス

南中
菁莪中

剣道

南中
白岡中

女子ソフト
ボール

南中
サッカー

篠津中
南中

バスケット
ボール

南中・菁莪中
篠津中・白岡中

吹奏楽

南中
菁莪中

バドミントン

篠津中

合同での活動は、市内すべての中学校から参加することができて、市内
全生徒が週末は自校の活動がない種目に参加することができる。

拠点校活動は、平日の活動とは異なる活動で指定校となる学校で好きな
種目の活動に参加することができる。

合同や拠点校での活動（案）

生徒・児童からのアンケート調査を実施しているので、これらを参考
として、運動・文化ともに、あらたな活動を提案していきたい。

学校部活動にない新たな種目で、週末は平日とは異なる活動に参加で
きる。

スポーツ庁の方針では、補助事業を決定するにあたり、週末活動はも
とより、平日の活動を実施する自治体を優先して補助対象としている。

このため、モデル校を指定して平日活動にも取り組む姿勢が重要となる。

陸上競技

南中
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白岡市地域クラブ活動 今後の活動について
→ 合同練習、拠点校での活動を９月以降「実証」していきます。

【保護者配布資料】

白岡市教育委員会では、令和3年度から「休日の部活動地域展開」を進めており、令和６年１１月
から市内中学校４校全てで地域展開を完了しました。

現在は、すべての中学校で学校部活動単位での活動を行っておりますが、種目によっては参加人数
が少なく紅白戦などの戦術的な練習ができない種目や、生徒数の減少により今の形のままでは将来的
に維持できないクラブが考えられます。また、ある程度の人数を確保することで練習内容の幅が広が
ることや、他校の生徒と一緒に練習することで部活動とは違った環境で活動できるなどのメリットが
考えられます。

今後は、国（スポーツ庁）が示しているように、学校単位ではなく「地域で活動を展開していく」
ために、月１回程度の「合同練習」を実施しながら、合同での活動、拠点校での活動を検討していき
ます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       ※実証「合同練習」は、 

表示の種目・学校が 

対象です。 

会場は、今後指導者間 

で調整していきます。 

【今後の流れ】 

 

 

 

                   ・・・市内に１校しかない種目については、「拠点校」 

                      として、全ての中学校の生徒が参加できるように 

                      していきます。 

 

 

 

 

 

 

【今後の流れ】

→ １０月から、市内すべての中学校の生徒が、上記の種目に
参加することができます。（休日の地域クラブ活動のみ）

※ 参加希望者は、コミュニケーションアプリ(Sgrum)から
登録をする必要があります。
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御清聴ありがとうございました


